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お知らせ５月

催
し

コ
コ
カ
ラ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

２
０
１
０

　

犬
の
ま
さ
お
君
、
だ
い
す
け
君

と
全
国
を
旅
し
た
、
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
松
本
秀
樹
さ
ん
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
20
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
（
開
場
午
後
１
時
）

■
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

※
講
演
開
始
前
に
、
小
松
開
作
出

身
の
布
田
美
和
さ
ん
に
よ
る
独
唱

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
が
あ
り
ま
す
。

■
入
場
料　

１
５
０
０
円

　
（
当
日
１
７
０
０
円
）

　

コ
コ
カ
ラ
会
員
１
０
０
０
円

　
（
当
日
１
２
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

　

健
究
会

☎
０
８
０
（
１
９
１
９
）
１
８
５
７

企
画
展
示

「
宮
本
常
一
が
み
た

　
　
　
　

備
賛
の
瀬
戸
」

■
日
時　

　

９
月
28
日
㈫
ま
で
開
催
中

■
場
所

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

　

民
俗
学
者
・
宮
本
常
一
が
備

讃
の
瀬
戸
付
近
で
撮
影
し
た
昭

和
30
年
か
ら
50
年
代
初
頭
の
写
真

１
３
５
枚
を
選
び
、
パ
ネ
ル
展
示

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
来
場

い
た
だ
き
、
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら

し
を
記
録
し
た
宮
本
の
写
真
を
、

瀬
戸
内
海
東
部
の
地
域
社
会
の
理

解
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

■
入
場
料

　

一
般　
　
　
　

３
０
０
円

　

小
中
学
生　
　

１
５
０
円

　

※
町
内
小
中
学
生　

無
料

　

※
20
名
以
上
は
団
体
割
引

　

※
星
野
記
念
館
入
館
と
の
共
通

　

割
引
券
も
有
り
ま
す
。　
　

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
分
け

〜
夏
コ
ー
ス
〜

○
ら
っ
き
ょ
う
漬
け 

・
日
時　

6
月
６
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

・
場
所　

周
防
大
島
町
農
産
物
加
工

　

セ
ン
タ
ー
（
東
安
下
庄
）

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
無
い
学
生
の
方

が
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
等
を
防
止
す
る
た
め
、
ご
本

人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

▼
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査
さ
れ
ま
す

　

一
般
の
保
険
料
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）

の
場
合
は
、
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
保
険
料
免
除

の
対
象
と
な
る
か
判
定
い
た
し
ま
す
が
、
学
生
納
付

特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
判
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
世
帯
主
の
所
得
が
高
く
、
保
険
料
免

除
の
対
象
と
な
ら
な
い
学
生
の
方
で
も
、
所
得
が
な

い
場
合
は
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
一

部
対
象
外
と
な
る
学
校
等
が
あ
り
ま
す
。）

※
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
み
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
　

納
付
特
例
期
間
中
に
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
の

状
態
に
応
じ
て
障
害
基
礎
年
金
が
、
遺
族
（「
子
の

あ
る
妻
」
と
「
子
」）
の
方
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の

国
民
年
金
の
加
入
期
間
の
２
／
３
以
上
の
期
間
に
つ

い
て
、
保
険
料
を
納
付
、
免
除
又
は
猶
予
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
若
し
く
は
事
故
の
直
前
の
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違い
ます

納付 学生納付特例 未納

　障害基礎年金
　遺族基礎年金
　（受給資格期間）

○
入ります

○
入ります

×
入りません

 　

老
齢
基
礎
年
金

 受給資格期間
○

入ります
○

入ります
×

入りません

 年金額に計算
○

されます
×

されません
×

されません

○
障
害
基
礎
年
金
及
び
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
一
定
の
受
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
受
け
る
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
学
生
納
付
特
例
が
承

認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付
が
可
能
で
す
。（
た
だ
し
、
承

認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

岩
国
年
金
事
務
所　

☎
０
８
２
７
（
２
４
）
２
２
２
２

健
康
増
進
課　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
２

学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金
は
ど
う
な
る
の
？

▼

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
存
知
で
す
か


